
コースNo．26

主主主主なななな
指導担当者指導担当者指導担当者指導担当者

学学学学ぶぶぶぶ項目項目項目項目

コースコースコースコース
実施場所実施場所実施場所実施場所

10月 11月 12月 1月 2月

　　　　　　　　　（調査手法の取得）
　　（調査対象技術等の理解）

　　　　　　（情報収集）
（整理・分析作業）

　　　　　　（報告書作成　研究者等への報告）

　　　　　　 　（調査対象技術等の理解）

　　　　　　　　（情報収集）
　　　　　　　　　　 （整理・分析作業）

☆☆☆☆　　　　　　　　　　　　☆☆☆☆ ☆☆☆☆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☆☆☆☆ ☆☆☆☆ ☆☆☆☆　　　　　　　　☆☆☆☆　　　　　　　　☆☆☆☆
　　　（特許情報センター・特許情報会社・技術展示会・学会等々）

（報告書作成＆報告）

「「「「京都未来京都未来京都未来京都未来をををを担担担担うううう人人人人づくりづくりづくりづくり推進事業推進事業推進事業推進事業」」」」人財養成講座人財養成講座人財養成講座人財養成講座　　　　　　　　　　　　コースコースコースコース詳細詳細詳細詳細

厳樫邦弘

第二回第二回第二回第二回テーマテーマテーマテーマのののの
情報収集情報収集情報収集情報収集

特許情報特許情報特許情報特許情報のののの収収収収
集集集集とととと整理分析整理分析整理分析整理分析

企業活動分析・技術分析に興味を持っている人

大学名大学名大学名大学名

コースコースコースコース名名名名

育成育成育成育成がががが期待期待期待期待されるされるされるされる
人物像人物像人物像人物像

特許情報の調査・収集・分析を行える人材の育成

同志社大学

全体全体全体全体スケジュールスケジュールスケジュールスケジュール　　　　（変更される可能性があります）

コースコースコースコース内容内容内容内容

京田辺キャンパス　知的財産センター事務室

1.特許制度の基礎知識
 特許制度の基本とその必要性及び企業活動と特許制度との関
係
2.特許情報の収集の仕方
 特許情報とは何か？特許情報検索システムの仕組みとその操
作方法
3.特許情報の分析手法の取得
 情報の分析手法と分析結果の読み方
4.報告書作成手法の取得
 特許情報分析報告書の作成、研修報告書の作成についての手
法と 報告の仕方を取得

各人が２テーマの調査分析を行うことにより、企業（特にメーカー）
における研究開発活動や事業活動に必要となる企業動向・技術
動向の把握及び関係企業が保有する権利情報の収集分析等の
手法を学び、就職後に企業での即戦力となるスキルを取得する。

そのそのそのその他他他他のののの特記事項特記事項特記事項特記事項 技術に興味がある者

講義受講講義受講講義受講講義受講＆＆＆＆
第一回第一回第一回第一回テーマテーマテーマテーマのののの

情報収集情報収集情報収集情報収集

特許情報特許情報特許情報特許情報のののの収収収収
集集集集とととと整理分析整理分析整理分析整理分析

報告書作成報告書作成報告書作成報告書作成

全体報告全体報告全体報告全体報告

　　　　　　（報告書
作成と報告）

一般技術一般技術一般技術一般技術
情報情報情報情報のののの収集収集収集収集


